






要約　福渡班は、平成 2年、「小児期からの成人病予防に関する研究」班(主任研究者　大

国真彦)発足と同時に「コーホート調査実施の基礎的検討」分担研究班としてスタートし

た。平成 4 年には「実態調査実施に関する研究」班となり、9 地域でコーホート調査地区

を設定して実態調査に入った。平成 5年には「小児期からの健康的なライフスタイルの確

立に関する研究」班(主任研究者　福渡靖)の「小児期からの健康増進対策に関する研究」

班に引き継がれた。

　平成 8年からは、「小児期からの総合的な健康づくりに関する研究」班(主任研究者　村

田光範)の「小児期からの成人病予防に関する研究」班として、平成 4 年当時の年齢を基

準にして、立川市、磐田保健所管内、狛江市各地域の 3歳児集団及び芝山町、伊豆長岡町、

磐田市、河芸町、大阪市、東大阪市、島根県隠岐郡、出雲市(平成 5年から追加)各地域の

児童・生徒集団を対象にコーホート調査を実施している。


